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業界を取り巻く環境変化業界を取り巻く環境変化

ＧＭ
 

連邦破産法第１１条
 

適用（２００９年９月）

クライスラー
 

連邦破産法第１１条
 

適用（２００９年５月）

リーマンショック 環境保護（ＣＯ２削減）

市場の縮小 大型車の不振（小型車シフト）

莫大な営業赤字

売れない 儲からない

トヨタ
 

４６００億円の営業赤字（２００９年３月期）
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グローバル市場の変化グローバル市場の変化
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独、仏、英、伊
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自動車が抱える環境・エネルギー課題自動車が抱える環境・エネルギー課題

<自動車における課題>

交通安全交通安全CO2削減CO2CO2削減削減 エネルギー多様化エネルギー多様化エネルギー多様化大気汚染防止大気汚染防止

◆20世紀における

グローバルな産業・技術の発展

◆人口の増加（北米・アジアなど）

◆自動車の増加

化石燃料の消費急増

自動車
１７％

発電
４６％

産業
１９％

民生７％

その他５％

運輸
２３％

＜全世界CO2排出量（発生源別）＞＜全世界CO2排出量（発生源別）＞

出典：IEA/WEO機関2007出典：IEA/WEO機関2007

2005年実績2005年実績
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エネルギーの多様化エネルギーの多様化

石炭石炭

バイオ
マス

バイオ
マス

原子力原子力

水力
太陽光

地熱など

水力
太陽光

地熱など

ガソリン/軽油
（在来油田）

ガソリンガソリン//軽油軽油
（在来油田）（在来油田）

天然ガス天然ガス

発
電
発
電

水
素
製
造

水
素
製
造

量の確保量の確保

2010年2010年 2030年2030年

ガソリン/軽油
（非在来油田 ： 深海油田、

オイルシェールなど）

ガソリンガソリン//軽油軽油
（非在来油田（非在来油田 ：： 深海油田、深海油田、

オイルシェールオイルシェールなどなど））

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ/ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ//ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

究極は電気/水素

ガス燃料ガスガス燃料燃料

石油石油

水素水素水素

電気電気電気

合成液体燃料
(BTL/GTL/CTL）

合成液体燃料合成液体燃料
(BTL/GTL/CTL(BTL/GTL/CTL））

内燃

 機関

 

内燃

 機関

EVEV

FC

 HV

 

FC

 HV

燃料性状均一化燃料性状均一化

EV用電気貯蔵技術EV用電気貯蔵技術

CO

 

2

 

削減技術
（水素製造時）

CO2

 

削減技術
（水素製造時）

インフラ整備インフラ整備

インフラ整備インフラ整備

Future Fuel Issues ＠2009

CO

 

2

 

削減技術(燃料製造時）CO2

 

削減技術(燃料製造時）

充電インフラ整備充電インフラ整備ＰHV・近距離EV用
電気貯蔵技術/コスト

ＰHV・近距離EV用
電気貯蔵技術/コスト

セルロース
活用技術/コスト

セルロース
活用技術/コスト

ガス貯蔵技術ガス貯蔵技術

ガス化/合成技術/コストガス化/合成技術/コスト

水素貯蔵技術/コスト水素貯蔵技術/コスト

CO

 

2

 

削減技術

（火力発電所）

CO2

 

削減技術

（火力発電所）

採掘/精製技術/コスト採掘/精製技術/コスト

ガソリン車・ディーゼル車の技術改良

石油に替わる燃料はそれぞれに課題有り

⇒しばらくは石油が主流、液体燃料と非液体燃料が共存する
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取り組むべき課題取り組むべき課題 ６/11
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②②ＣＯ２削減ＣＯ２削減

③③エネルギーの多様化エネルギーの多様化
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①低コスト（良品・廉価）



サステイナブルモビリティを目指したトヨタの取組みサステイナブルモビリティを目指したトヨタの取組み

ディーゼルディーゼル
エンジンエンジン

ｺﾓﾝﾚｰﾙ

DPNR

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙHV

電気電気
エネルギーエネルギー

EV

FCHV

究極のエコカー究極のエコカー

Gate 1 
大気汚染防止

エネルギー
多様化

Gate 2 

Gate 3 
CO2削減

CNG

代替燃料代替燃料
エンジンエンジン

GTL

ﾊﾞｲｵ燃料

適 地 適 車適 時

ガソリンガソリン
エンジンエンジン

VVT
ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝ

D-4

THS
ﾊﾞﾙﾌﾞﾏﾁｯｸ

プラグイン
 

HV
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将来モビリティの棲み分けイメージ将来モビリティの棲み分けイメージ

FCHV領域

EV領域

燃料

HV

FCHV

FCHV(BUS

 
)

乗用車 路線バス

EV

車両サイズ

移動距離

宅配トラック

大型トラック

小型宅配車両

HV・

 
PHV 領域

水素ガソリン,軽油, バイオ燃料,
CNG,合成燃料 etc.

電気

i-REAL

EV ：

 
近距離用途、

 
HV・PHV ：

 
乗用車全般、

 
FCHV ：

 
中長距離用途

自動二輪

PHV

Winglet

近距離用
ＥＶ
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近距離用途のＥＶと主軸となるＰＨＶをあわせて

電気利用の普及を目指す

’’1212年に導入年に導入

PHVPHV

’’0909年末年末

日・米・欧を中心に導入開始日・米・欧を中心に導入開始

電気利用の促進（PHVとEV)電気利用の促進（PHVとEV)

近距離用ＥＶ近距離用ＥＶ
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･トヨタFCHV：

 
2015年頃からの市場導入を目指す

･水素供給インフラ整備など、普及に向けた技術開発以外の課題へも

関係機関・企業と連携して取り組む

-30℃での始動、走行が可能830ｋｍ（10-15ﾓｰﾄﾞ）、

ガソリン車並の実用航続距離を達成

燃料電池自動車への取り組み燃料電池自動車への取り組み

＜航続距離＞ ＜低温始動性能＞

大阪－東京間の長距離走行試験 カナダ（Yellowknife）寒冷試験
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ハイブリッド技術はPHV、EV、FCHVの要素技術を含む、コア技術

ハイブリッド技術の更なる深化へハイブリッド技術の更なる深化へ

モーター

FCHVFCHV

PHVPHV

EVEV

燃料

タンク

バッテリー

モーター

エンジン
燃料

タンク

バッテリー

エンジン

モーター

エンジン 燃料

タンク

バッテリー

モーター

水素

タンク

バッテリー

FC

ｽﾀｯｸ

HVHV
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TODAY for TOMORROWTODAY for TOMORROW
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